
令
和
元
年
五
月
十
四
日
受
領

答
弁
第
一
五
三
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
五
三
号

令
和
元
年
五
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
並
び
に
性
的
暴
力
及
び
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
並
び
に
性
的
暴
力
及
び
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
九
条
に
お
い
て
、
「
政

府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
の
実
情
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の

施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
」
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
把
握
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

時
点
に
お
い
て
、
い
か
な
る
事
項
を
そ
の
検
討
の
対
象
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
司
法
面
接
」
の
制
度
」
及
び
「
児
童
虐
待
及
び
性
犯
罪
に
関
す
る
「
司
法
面
接
」
」
の
具
体
的
内
容
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
児
童
相
談
所
、
警
察
及
び
検
察
に
お
い
て
、
児
童
が
被
害
者
等
で
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、

「
警
察
及
び
児
童
相
談
所
と
の
更
な
る
連
携
強
化
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日
付
け
最
高
検
刑

一



第
百
三
号
最
高
検
察
庁
刑
事
部
長
通
知
）
等
に
基
づ
き
、
児
童
の
負
担
軽
減
と
信
用
性
の
あ
る
供
述
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
ら
の
機
関
の
担
当
者
が
当
該
児
童
か
ら
の
聴
取
の
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
代
表
者
が
児
童
か
ら

聴
取
す
る
な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
同
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
被
害
者
の
ケ
ア
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
児
童
相
談
所
の
児
童
心
理
司
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害

者
等
が
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
等
を
受
診
し
た
際
に
診
療
又
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
要
し
た
費
用
の
公
費
負
担
、
婦
人
相

談
所
及
び
婦
人
保
護
施
設
の
心
理
療
法
担
当
職
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
支
援
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
交

付
金
に
よ
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
安
定
化
及
び
質
の
向
上
の
促
進

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
性
暴
力
等
の
被
害
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
児
童
相
談
所
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
「
児
童
相
談
所
等

二



に
お
け
る
専
門
性
強
化
の
取
組
促
進
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
年
七
月
二
十
日
付
け
子
発
〇
七
二
〇
第
四
号
厚
生
労
働
省
子

ど
も
家
庭
局
長
通
知
）
を
発
出
し
、
「
人
事
当
局
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
る
専
門
職
採
用
の
推
進
」
、
「
個
々
の
児

童
福
祉
司
等
が
必
要
な
専
門
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
人
事
異
動
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
」
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児
童
相
談

所
に
お
け
る
計
画
的
な
人
材
確
保
及
び
育
成
を
図
る
よ
う
都
道
府
県
等
に
依
頼
し
て
い
る
ほ
か
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
児
童
福
祉
司
の
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
児
童
福
祉
司
と
し
て
任
用
さ
れ
る
職
員
の
要
件
の
見
直
し
等
を
含
む
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
の
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
百
九
十
八
回
国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


